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 このたび、3 ⽉末をもちまして中央労福協の任を終え、
こくみん共済 coop に帰任することになりました。この
間労福協活動を通じてたいへんお世話になった加盟事業
団体・労働組合・地⽅労福協の皆さま、さらには、関係
団体や NPO・市⺠団体、専⾨家、有識者、各省庁や各政
党の皆さまに⼼より感謝申しあげます。
 5 年前の 2015 年 4 ⽉に中央労福協へ出向してきた際
に最初に驚いたのが専従スタッフの少なさでした。当時
は奨学⾦問題に取り組み始めた時期であり、この体制（当
時は 9 ⼈）でどうやって運動展開していくのか不安でし
たが、加盟団体の皆さんと専⾨会議を⽴ち上げ、アンケー
トの実施や街頭宣伝、さらには 304 万筆の署名を集め、
院内集会、⽂科省や内閣官房への要請など、瞬く間に給
付型奨学⾦制度の法制化が実現しました。ひとりの返済
困難という悩みに気づき広がったこの運動。あらためて
労働者福祉運動の原点である「福祉はひとつ」を実感し
ました。
 中央労福協では、全国研究集会をはじめ各種研修の企
画、全国福祉強化キャンペーン、ライフサポート推進強

帰任職員挨拶　栗岡 勝也 事務局次長

お世話になった皆さまへ　

化、産別訪問、次世代
育成、任期後半には、
中央労福協結成 70 周年
記念事業の企画運営や
2030 年ビジョンの策定
に携わらせていただき
ました。
 私が労福協を通じて学ばせていただいたことは、「⼈間
⼒」でした。悩み事に気づく、共感する、寄り添う、包
み込む、⽀え合う、つなげる、⾏動する、⼈だからでき
ること、⼈でしかできないこと。⼈の⼒ってすごい！と
思いました。そしてそのことを体現し活躍されている多
くの⽅々と出会うことができました。
 こくみん共済 coop に帰任してからも、この経験と出
会いを最⼤限活かしながら労働者⾃主福祉運動の発展に
寄与していきたいと思います。
 2030 年ビジョンの実現に向けて共に前進しましょう！
 ありがとうございました。


